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【背景】東日本大震災は約 18470 人が亡くなる大惨事であった。このような traumatic 
events の後には、住民(survivors)だけでなく rescue workers も精神的ストレスを受ける
ことが知られてきている。我われは、東日本大震災の急性期救援活動に従事した災害派遣
医療チーム（DMAT）隊員を対象に行った調査で、救援活動直後の精神的苦痛（PDI）および
テレビの視聴時間が震災4ヶ月後のPTSD症状を予測することを既に報告した（Nishi D et al, 
PLoS One, 2012）。救援者の精神的ストレスに関しては、すでに多くの先行研究がある。た
とえば、９．１１テロ後に派遣された fire fighter を主とした rescue worker のうちの
16.7％が PTSD、21.7%が depressionに 13ヶ月後に罹患した。Rescue workerの支援活動後





が、震災時に救援活動を行った Medical rescue workersの震災後の burnoutについて調査
した論文はない。震災後 4年を経過した現在における DMAT隊員の精神的ストレスを縦断的
に調べることは、救援者の精神健康対策を検討する上で重要である。 




Distress Inventory（PDI）で評価した。4年後のPTSD症状はImpact of Event Scale 
revised(IES-R)、burnoutはMaslach Burnout Inventory（MBI）で評価した。IES-R及びMBI
の得点を従属変数、PDIの得点を独立変数、初回調査で調べたそのほかの要因を調整変数と
して重回帰分析を行った。 
【結果】2011年4月2日から22日の間に、活動に従事したDMAT隊員1,816名中254名が研究に
参加し、254名中188名（回収率74％）から回答を得た。重回帰分析の結果、救援活動直後
の精神的苦痛PDI得点は4年後のIES-R（β=0.35、p＜0.01）およびMBI（β=0.21、p＜0.01）
を予測し、派遣前ストレスは4年後のMBI（β=2.61、p=0.04）を予測した。 
【考察】派遣前ストレスや活動直後の精神的苦痛の評価が、救援者の精神健康増進や離職・
休職の予防に繋がる可能性が示唆された。この結果を踏まえ、これまでは支援活動を行っ
たDMAT隊員の派遣後のストレスチェックを行ってこなかったが、2015年9月に発災した茨城
県を主とする豪雨災害をはじめとして、以降の災害において支援活動を行ったDMAT隊員に
対し、本研究で使用した質問紙を用い、継続的なフォローを行っている。 
